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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　略直立した遊技盤の側部から盤面に沿って遊技小体を発射する遊技機において、
　前記遊技盤の側部に、遊技小体を収容保持する収容部と、前記遊技盤の外側方に突出す
るように設けられて遊技者が外側方から押して操作する押出操作体を有してなり、
　遊技者が前記押出操作体を押す動作に応じて遊技小体を前記側部に設けられる収容部か
らその内側に位置する盤面へ、遊技者が外側方から押出操作体を押す方向と、遊技小体が
発射される方向が略一致するように発射することを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　遊技者が前記押出操作体を押す速度に応じた速度で遊技小体を発射することを特徴とす
る請求項１記載の遊技機。
【請求項３】
　遊技者が前記押出操作体を押す速度よりも遊技小体の発射速度を速くする増速機構を備
えることを特徴とする請求項２記載の遊技機。
【請求項４】
　遊技者の前記押出操作体を押す力を遊技小体に伝動することにより遊技小体を発射する
ことを特徴とする請求項1乃至３の何れかに記載の遊技機。
【請求項５】
　略直立した遊技盤の側部から盤面に沿って遊技小体を発射する遊技機において、
　遊技小体を収容保持する収容部と、遊技小体の発射方向と交差する方向に延在して上端
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側を回動支持されており下端側が揺動することにより遊技小体を前記収容部から前記盤面
へ押し出すように発射する揺動桿と、遊技者により直接的又は間接的に押されることによ
り前記揺動桿を押して揺動させる押出体と、を有してなる発射機構を遊技盤の側部に備え
ることを特徴とする遊技機。
【請求項６】
　略直立した遊技盤の側部から盤面に沿って遊技小体を発射する遊技機において、
　遊技小体を収容保持する収容部と、遊技小体の発射方向と交差する方向に延在して上端
側を回動支持されており下端側が揺動することにより遊技小体を前記収容部から前記盤面
へ押し出すように発射する揺動桿と、前記揺動桿を押して揺動させる押出体と、前記発射
方向と交差する方向に延在して上端側を回動支持されており下端側が揺動することにより
前記押出体を押す副揺動桿と、遊技者に押されることにより前記副揺動桿を押して揺動さ
せる押出操作体と、を有してなる発射機構を遊技盤の側部に備えることを特徴とする遊技
機。
【請求項７】
　前記押出操作体が周囲の部材に対して摺動及び転動可能に保持される円形体であること
を特徴とする請求項６記載の遊技機。
【請求項８】
　前記押出体が周囲の部材に対して摺動及び転動可能に保持される円形体であることを特
徴とする請求項５乃至７の何れかに記載の遊技機。
【請求項９】
　前記収容部から発射された遊技小体を入賞させる入賞口を盤面上に備えており、
　前記入賞口は、その左右両側に配置される一対の遊技ピンで規定され、
　前記一対の遊技ピンは、前記盤面の裏側に着脱自在に設けられる遊技ピン支持部材に立
設され、前記盤面を貫通する一対の貫通穴から前記盤面の表側に突出させられており、
　前記一対の貫通穴は、前記入賞口の左右方向の中点位置を中心とする円周上に形成され
る複数対の貫通穴から選択されたものであることを特徴とする請求項１乃至８の何れかに
記載の遊技機。
【請求項１０】
　前記収容部から発射された遊技小体を入賞させる入賞口を盤面に備えており、
　前記入賞口は、その左右両側に配置される一対の遊技ピンで規定され、
　前記一対の遊技ピンは、前記盤面の裏側に回転自在に設けられる遊技ピン支持部材に立
設され、前記盤面を貫通する一対の貫通穴から前記盤面の表側に突出させられており、
　前記一対の貫通穴は、前記入賞口の左右方向の中点位置を中心とする円周に沿って形成
される円弧形状の溝穴であることを特徴とする請求項１乃至８の何れかに記載の遊技機。
【請求項１１】
　前記収容部に供給する遊技小体を前記遊技盤の上部に移送する移送機構を備えており、
　前記移送機構は、円弧形状の内周面を有する案内部と、摩擦抵抗の大きい部材で覆われ
ている外周面を有する回転駆動ローラーを有してなり、遊技小体の外周縁を前記内周面と
前記外周面で挟み込んで回転駆動ローラーの回転力で移送することを特徴とする請求項１
乃至１０の何れかに記載の遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、略直立した遊技盤の盤面にメダル等の遊技小体を発射する遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から直立状態に設けられてガラスで遊技面を覆われている遊技盤上にメダルを発射
して遊技盤上に設けられた入賞口に入賞させることで、各入賞口に対して設定される所定
数のメダルを払い出す遊技機が知られている。
【０００３】
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　メダルの発射機構としては、外周に摩擦抵抗の大きいゴムを取り付けた回転駆動ローラ
ーとそれに対向する固定支持ローラーの間にメダルを挟み込んで回転駆動ローラーの回転
力で発射するもの（例えば、特許文献１参照。）や、回転駆動板の外周に設けた切欠凹部
にメダルを供給して、その切欠開口（発射口）を閉鎖した状態でメダルに遠心力を付与し
、発射口を開放することにより遠心力でメダルを発射するもの（例えば、特許文献２参照
。）などが提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平８－２８９９７０号公報
【特許文献２】特開２００３－１９３４３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記従来の遊技機は、発射機構に駆動源を要しコスト高である一方、発射速度の加減調
整は駆動モーターへの供給電圧コントローラーで行われるため、遊技者が操作テクニック
を駆使する面白みに欠ける。駆動源不要の手動式発射機構もあるが、手動レバーを操作し
て伸ばした（縮めた）バネの戻り力で発射させるため、単なるレバーストロークの調整に
終始することになり面白みに欠け、しかもバネ力の点検・維持には手間がかかる。
【０００６】
　また、パチンコ遊技機では、一般に盤面に設けた遊技ピン（釘）の頭部を金槌で叩いて
角度調整することで入賞率を変化させるが、メダル遊技機では、遊技盤とそれを覆うガラ
スの隙はメダルの厚みより若干大きい程度に設定されており遊技ピンも短いため、金槌で
行う角度調整には不向きである。
【０００７】
　更にパチンコ遊技機では、玉が遊技ピンにより上下左右のみならず前後方向にも跳ねて
、盤面とガラス面との間で複雑に動くが、メダルを使う遊技機ではそのような動きの変化
に乏しく遊技者が退屈し易い。
【０００８】
　本発明は、上記のような事情に鑑みて、駆動源が不要でメンテナンス負担が少ない簡単
構造でありながら遊技小体の発射速度を高められ、しかも操作テクニックを駆使する面白
みが味わえて、遊技ピンを金槌で叩かなくても入賞率を変えられる遊技機を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　請求項１記載の発明は、略直立した遊技盤の側部から盤面に沿って遊技小体を発射する
遊技機において、前記遊技盤の側部に、遊技小体を収容保持する収容部と、前記遊技盤の
外側方に突出するように設けられて遊技者が外側方から押して操作する押出操作体を有し
てなり、遊技者が前記押出操作体を押す動作に応じて遊技小体を前記側部に設けられる収
容部からその内側に位置する盤面へ、遊技者が外側方から押出操作体を押す方向と、遊技
小体が発射される方向が略一致するように発射することを特徴とする遊技機を提供する。
【００１０】
　請求項２記載の発明は、遊技者が前記押出操作体を押す速度に応じた速度で遊技小体を
発射することを特徴とする請求項１記載の遊技機を提供する。
【００１１】
　請求項３記載の発明は、遊技者が前記押出操作体を押す速度よりも遊技小体の発射速度
を速くする増速機構を備えることを特徴とする請求項２記載の遊技機を提供する。
【００１２】
　請求項４記載の発明は、遊技者の前記押出操作体を押す力を遊技小体に伝動することに
より遊技小体を発射することを特徴とする請求項1乃至３の何れかに記載の遊技機を提供
する。
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【００１３】
　請求項５記載の発明は、略直立した遊技盤の側部から盤面に沿って遊技小体を発射する
遊技機において、遊技小体を収容保持する収容部と、遊技小体の発射方向と交差する方向
に延在して上端側を回動支持されており下端側が揺動することにより遊技小体を前記収容
部から前記盤面へ押し出すように発射する揺動桿と、遊技者により直接的又は間接的に押
されることにより前記揺動桿を押して揺動させる押出体と、を有してなる発射機構を遊技
盤の側部に備えることを特徴とする遊技機を提供する。
【００１４】
　請求項６記載の発明は、略直立した遊技盤の側部から盤面に沿って遊技小体を発射する
遊技機において、遊技小体を収容保持する収容部と、遊技小体の発射方向と交差する方向
に延在して上端側を回動支持されており下端側が揺動することにより遊技小体を前記収容
部から前記盤面へ押し出すように発射する揺動桿と、前記揺動桿を押して揺動させる押出
体と、前記発射方向と交差する方向に延在して上端側を回動支持されており下端側が揺動
することにより前記押出体を押す副揺動桿と、遊技者に押されることにより前記副揺動桿
を押して揺動させる押出操作体と、を有してなる発射機構を遊技盤の側部に備えることを
特徴とする遊技機を提供する。
【００１５】
　請求項７記載の発明は、前記押出操作体が周囲の部材に対して摺動及び転動可能に保持
される円形体であることを特徴とする請求項６記載の遊技機を提供する。
【００１６】
　請求項８記載の発明は、前記押出体が周囲の部材に対して摺動及び転動可能に保持され
る円形体であることを特徴とする請求項５乃至７の何れかに記載の遊技機を提供する。
【００１７】
　請求項９記載の発明は、前記収容部から発射された遊技小体を入賞させる入賞口を盤面
上に備えており、前記入賞口は、その左右両側に配置される一対の遊技ピンで規定され、
前記一対の遊技ピンは、前記盤面の裏側に着脱自在に設けられる遊技ピン支持部材に立設
され、前記盤面を貫通する一対の貫通穴から前記盤面の表側に突出させられており、前記
一対の貫通穴は、前記入賞口の左右方向の中点位置を中心とする円周上に形成される複数
対の貫通穴から選択されたものであることを特徴とする請求項１乃至８の何れかに記載の
遊技機を提供する。
【００１８】
　請求項１０記載の発明は、前記収容部から発射された遊技小体を入賞させる入賞口を盤
面に備えており、前記入賞口は、その左右両側に配置される一対の遊技ピンで規定され、
前記一対の遊技ピンは、前記盤面の裏側に回転自在に設けられる遊技ピン支持部材に立設
され、前記盤面を貫通する一対の貫通穴から前記盤面の表側に突出させられており、前記
一対の貫通穴は、前記入賞口の左右方向の中点位置を中心とする円周に沿って形成される
円弧形状の溝穴であることを特徴とする請求項１乃至８の何れかに記載の遊技機を提供す
る。
【００１９】
　請求項１１記載の発明は、前記収容部に供給する遊技小体を前記遊技盤の上部に移送す
る移送機構を備えており、前記移送機構は、円弧形状の内周面を有する案内部と、摩擦抵
抗の大きい部材で覆われている外周面を有する回転駆動ローラーを有してなり、遊技小体
の外周縁を前記内周面と前記外周面で挟み込んで回転駆動ローラーの回転力で移送するこ
とを特徴とする請求項１乃至１０の何れかに記載の遊技機を提供する。
【発明の効果】
【００２０】
　請求項１の発明によれば、以下の優れた効果を奏し得る。遊技盤の側部に外側方へ突出
するように設けられている押出操作体が外側方から押されたときに、同じ遊技盤の側部か
らその内側に位置する盤面上に、遊技者が押出操作体を押す方向と、遊技小体が発射され
る方向が略一致するように遊技小体を発射することになり、遊技者は遊技小体を自らの手
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で直接はね飛ばしているような感覚を楽しめて退屈せずに遊ぶことができる。また、押出
操作体が遊技盤の外側に突出しているため、遊技者は遊技小体を発射する際に手許をいち
いち確認する必要がなく遊び易い。
【００２１】
　請求項２の発明によれば、請求項１記載の発明が奏し得る効果に加えて、以下の優れた
効果を奏し得る。押出操作体を押す速度に応じて、遊技小体の発射速度すなわち遊技小体
の行方が変わるため、遊技者は操作テクニックを駆使する楽しみがあり退屈せずに遊ぶこ
とができる。
【００２２】
　請求項３の発明によれば、請求項２記載の発明が奏し得る効果に加えて、以下の優れた
効果を奏し得る。遊技者が遊技小体の発射速度を速めるために押出操作体をむやみに強く
押して怪我したり遊技盤を損傷させたりすることが防止される。
【００２３】
　請求項４の発明によれば、請求項１乃至３記載の発明が奏し得る効果に加えて、以下の
優れた効果を奏し得る。遊技者が押出操作体を押す力を用いて遊技小体を発射するので、
電気モーター等の駆動源やバネが不要でメンテナンス負担が少なく済む。
【００２４】
　請求項５の発明によれば、以下の優れた効果を奏し得る。例えば図１に示すように押出
体が距離「Ｘ２」分を押されて揺動桿が遊技小体の発射方向に揺動すると、押出体と遊技
小体の間が揺動桿で抉られるようになって、それらの間隔が「ＴＢ」から「ＴＡ」に広が
るため、遊技小体は、押出体が上記距離「Ｘ２」分を押されるのと同じ時間内に上記距離
「Ｘ２」だけでなく、それに「ＴＡ－ＴＢ」を加算した距離「Ｘ１（＝Ｘ２＋ＴＡ－ＴＢ
）」分を押されることになる。すなわち、押出体を距離「Ｘ２」分押すと、遊技小体は押
出体が押された速度の「（Ｘ２＋ＴＡ－ＴＢ）／Ｘ２」倍の速度に増速されることになる
。これにより、電気モーター等の駆動源やバネが不要でメンテナンス負担が少なく済む簡
単構造でありながら、遊技者が押出体を押す速度に応じた速度で遊技小体を発射する（押
出体を速く押せばそれに応じて遊技小体の発射速度も速くなる）発射機構として、及び、
遊技者が押出体を実際に押す速度よりも遊技小体の発射速度の方が速くなる増速機構とし
て機能し、遊技小体を高速発射することができる。特に遊技小体の発射速度は押出体が押
される速度に対して一定割合で増速されるものでなく、揺動桿が押出体と遊技小体の間を
抉る角度の変化に伴い、押出体が押される速度に対して加速的に増速されていくため、そ
れを生かした操作テクニックを駆使する面白みもあり遊技者は退屈せずに遊べる。
【００２５】
　請求項６の発明によれば、以下の優れた効果を奏し得る。例えば図１に示すように押出
操作体が距離「Ｘ３」分を押されて副揺動桿が遊技小体の発射方向に揺動すると、押出操
作体と押出体の間が副揺動桿で抉られるようになって、それらの間隔が「ＴＤ」から「Ｔ
Ｃ」に広がるため、押出体は、同時間内に上記距離「Ｘ３」だけでなく、それに「Ｔｃ－
ＴＤ」を加算した距離「Ｘ２（＝Ｘ３＋ＴＣ－ＴＤ）」分を押されることになる。更に押
出体が距離「Ｘ２」分を押されて揺動桿が遊技小体の発射方向に揺動すると、押出体と遊
技小体の間が揺動桿で抉られるようになって、それらの間隔が「ＴＢ」から「ＴＡ」に広
がり、遊技小体は上記距離「Ｘ２」に「ＴＡ－ＴＢ」を加算した距離「Ｘ１（＝Ｘ２＋Ｔ
Ａ－ＴＢ＝Ｘ３＋ＴＡ－ＴＢ＋ＴＣ－ＴＤ）」分を押されることになる。すなわち、押出
操作体を距離「Ｘ３」分押すと、遊技小体Ｍは、押出操作体が押された速度の「（Ｘ３＋
ＴＡ－ＴＢ＋ＴＣ－ＴＤ）／Ｘ３」倍の速度に増速されることになる。これにより、電気
モーター等の駆動源やバネが不要でメンテナンス負担が少なく済む簡単な構造でありなが
ら、遊技者が押出操作体を押す速度に応じた速度で遊技小体を発射する（押出操作体を速
く押せばそれに応じて遊技小体の発射速度も速くなる）発射機構として、及び、遊技者が
押出操作体を押す速度よりも遊技小体の発射速度の方が速くなる増速機構として機能し、
遊技小体を高速発射することができる。特に押出体の速度は、副揺動桿が押出操作体と押
出体の間を抉る角度の変化に伴い、押出操作体が押される速度に対して加速的に増速され
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、更に遊技小体の発射速度は、揺動桿が押出体と遊技小体の間を抉る角度の変化に伴い、
押出体が押される速度に対して加速的に増速される。その結果として、遊技小体の発射速
度は、遊技者の操作しだいでは感覚から掛け離れた速度に増速することができるのであり
、それを生じさせるテクニックを駆使する面白みがあるため、遊技者は退屈せずに遊べる
。
【００２６】
　請求項７の発明によれば、請求項６の発明が奏し得る効果に加えて、以下の優れた効果
を奏し得る。押出操作体が周囲の部材に対して摺動及び転動可能となるように保持されて
いるため、遊技小体の発射時やその後の戻り移動時に引っ掛かりを生じる不具合が回避さ
れる。
【００２７】
　請求項８の発明によれば、請求項５乃至７の発明が奏し得る効果に加えて、以下の優れ
た効果を奏し得る。押出体が周囲の部材に対して摺動及び転動可能となるように保持され
ているため、遊技小体の発射時やその後の戻り移動時に引っ掛かりを生じる不具合が回避
される。
【００２８】
　請求項９の発明によれば、請求項１乃至８の発明が奏し得る効果に加えて、以下の優れ
た効果を奏し得る。遊技ピンを金槌で叩かなくても遊技ピンを挿入する貫通穴を変えるこ
とで容易に入賞率を変えることができる。しかも遊技ピンを盤面の裏側から突出させる構
造としたので、盤面に対する工作が不要であり、盤面を傷付ける心配がない。
【００２９】
　請求項１０の発明によれば、請求項１乃至８の発明が奏し得る効果に加えて、以下の優
れた効果を奏し得る。遊技ピンを金槌で叩かなくても遊技ピンを溝穴に沿ってスライド移
動させることで、容易かつ無段階的に入賞率を変えることができる。しかも遊技ピンを盤
面裏側から突出させる構造としたので、盤面に対する工作が不要であり、盤面を傷付ける
心配がない。
【００３０】
　請求項１１の発明によれば、請求項１乃至１０の発明が奏し得る効果に加えて、以下の
優れた効果を奏し得る。遊技小体の移送機構を、円弧形状の内周面を有する案内部と、摩
擦抵抗の大きい部材で覆われる回転駆動ローラーで挟み込む簡単構造としたので、安価に
製作可能で故障しにくい。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本発明の実施形態に係る遊技機の発射機構の作用を説明する図で、一点鎖線は遊
技者による操作が行われる前の状態を示し、操作が行われ遊技小体が発射されたときの状
態を示す。
【図２】本発明の実施形態の一例である遊技機の全体正面図。
【図３】発射機構にメダルを発射可能にセットしたときの内部状態を示す図。
【図４】発射機構でメダルが発射した直後の内部状態を示す図。
【図５】遊技機の（ａ）遊技ピンが立設された遊技ピン支持部材、及び（ｂ）遊技ピン支
持部材を遊技盤に取り付けた状態を示す断面図。
【図６】遊技機の入賞口の設定パターンを示す図。
【図７】遊技機の遊技小体の移送機構を示す図。
【図８】移送機構の回転駆動ローラーを示す断面図（図７のＣ－Ｃ断面）。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　以下、本発明の実施形態の一例である遊技機１について図面を参照しつつ説明する。
【００３３】
（遊技機１）
　遊技機１は、略直立した遊技盤１１における上方右側部から遊技者の操作により盤面沿



(7) JP 6423990 B1 2018.11.14

10

20

30

40

50

いにメダル（円板状の遊技小体）Ｍを発射して、盤面１１ａ上の入賞口３に入賞すると、
各入賞口に設定されている当たり枚数のメダルを獲得できるメダルゲーム機で、図２に示
すように、外周縁を枠体で囲まれた矩形状の遊技盤１１と、遊技盤１１の上方右側部に設
けられて内部に収容保持しているメダルＭを盤面１１ａ上に押し出すように発射する発射
機構２と、盤面１１ａ上において発射機構２よりも下方に設けられて発射されたメダルＭ
を入賞させる複数の入賞口３と、遊技盤１１の下部に落下したメダルＭを発射機構２に供
給するために遊技盤１１の上部に移送する移送機構４を備える。盤面１１ａは、入賞口３
の他、図２に示すように、クレジット表示部１２と、入賞口３に入賞したメダルＭを検知
する複数の検知部１３と、各入賞口３に入賞したときのメダルの当り枚数（獲得枚数）を
個別表示する複数の賞数表示部１４と、入賞時に１つずつ追加点灯していく複数の入賞点
灯部１５と、大当たりのメダル払出枚数を変動表示するジャックポット表示部１６を備え
ており、図５（ｂ）に示すように、メダルＭの厚みより若干大きい隙間をあけて平行配置
されるガラス製の透明板１７で覆われている。なお、遊技機１は、実際のメダルを払い出
すものでなく、遊技者の獲得メダル枚数はクレジット表示部１２に反映される。
【００３４】
　クレジット表示部１２は、盤面１１ａと面一に設けられるデジタル表示体で、不図示の
紙幣挿入口に紙幣を挿入すると、その額に応じて使用できるメダル枚数を加算表示し、遊
技者によるメダル発射枚数（使用枚数）と入賞時のメダル当たり枚数（獲得枚数）に応じ
て算出したメダル枚数をリアルタイム表示する。検知部１３は、各入賞口３の直下に配置
される通過センサーで、入賞したメダルが通過する際の検知信号を出力して入賞によるメ
ダル獲得枚数をクレジット表示部１２に反映させる。賞数表示部１４は、各入賞口３の下
方に配置されて盤面１１ａと面一に設けられるデジタル表示体で、発射機構２からのメダ
ル発射に連動してランダムに変動設定される各入賞口の当たり枚数をリアルタイム表示す
る。入賞点灯部１５は、何れかの入賞口３に入賞したときに上から順に１つずつ追加点灯
するもので、１つ目の点灯から所定時間内（例えば１分以内）にすべて点灯すれば、その
時点でジャックポット表示部１６に表示されている大当たり枚数を獲得することができ、
逆にすべて点灯するところまで到達しなければ全て消灯して一からやり直させるように設
定されている。
【００３５】
（発射機構２）
　発射機構２は、移送機構４から供給されたメダルＭを発射可能に保持した状態において
、図２に矢印Ａで示すように遊技者が遊技盤１１の右外側方から押出操作体２６を叩打す
るように押して操作すると、その押す力により、一点鎖線の矢印Ｂで示すように、メダル
Ｍを盤面１１ａに沿って斜め上方向（図中の概ね左方向）に発射する駆動源不要の手動式
メダル発射機構である。発射機構２は、図２、図３及び図４に示すように、遊技盤１１の
上方側部に取り付けられる本体２０と、本体２０の側縁部において盤面１１ａに沿うよう
に設けられ前方（メダルが発射される方向。以下同じ。）に向けて開口する縦長状の発射
口２１と、発射口２１のすぐ後方（メダル発射方向と反対方向。以下同じ。）に連続的に
形成されて一枚のメダルＭを盤面１１ａに沿って発射できるように立てた状態で収容保持
する収容部２２と、収容部２２の後方に設けられメダル発射方向と概ね直交する方向に延
在して上端側を回動支持されており下端側が前方に揺動することによりメダルを押し出す
ように発射する揺動桿２３と、揺動桿２３の後方に前後動可能に設けられて後方から押さ
れることにより揺動桿２３を前方に揺動させる円形状の外形を有する押出体２４と、押出
体２４の後方に設けられメダル発射方向と交差する方向に延在して上端側を回動支持され
ており下端側が前方に揺動することにより押出体２４を前方へ押し出す副揺動桿２５と、
副揺動桿２５の後方に前後動可能に設けられ遊技者により手又は指で前方に押されること
で副揺動桿２５を前方に揺動させるものであり円形状の外形を有しその一部が本体２０か
ら後方に突出するように設けられる押出操作体２６と、を有してなる。副揺動桿２５の下
方には、下端側を回動支持されて上端側が揺動可能に設けられ、メダルＭが収納部２２に
セットされている状態で上端が副揺動桿２５の下側部分と押出操作体２６の前後隙間に挟
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まれており、押出操作体２６により前方に押されることで副揺動桿２５を前方に押すよう
に揺動する補助揺動桿２７が設けられている。なお、発射機構２に内蔵される揺動桿２３
、押出体２４、副揺動桿２５、押出操作体２６及び補助揺動桿２７（以下、これら全体を
内蔵部材という。）はすべてメダルＭと略同じ厚みに設定されている。
【００３６】
（本体２０）
　図２、図３及び図４に示される発射機構２の本体２０は、遊技盤１１に対して不図示の
ネジ等（締結部材）で固定される厚板状の積層構造体であり、対称形状を有してなる二枚
の板状の外層部材２０１，２０２と、これらの間に厚み方向で相互に重ならないように配
置された状態で挟み込まれ収容部２２及び内蔵部材の収容空間２８となる隙間を設ける同
じ厚みの三枚の板状の内層部材２０３，２０４，２０５とで構成される。なお、図１、図
３及び図４では、発射機構２の内部構造を示すために、外層部材２０１が記載省略されて
いる。外層部材２０２と内層部材２０３，２０４，２０５は、ネジ等の締結部材又は溶接
で予め相互固定され、これらに対し外層部材２０１がネジ等の締結部材で固定されるよう
になっている。外層部材２０１と２０２との隙間において、内層部材２０３は発射機構２
の上部全体に亘るように、内層部材２０４は下部前方側に，２０５は下部後方側に配置さ
れている。内層部材２０３と２０４の間には、発射口２１及び収容部２２と、これらの上
方に連続的に形成されて移送機構４から供給されるメダルＭを図３に一点鎖線で示すよう
に受け入れて、下方の収容部２２に導入し供給するための受入口２９ａ及び受入通路２９
ｂが設けられている。なお、発射口２１と受入口２９ａは、その間に境界ピン２９ｃが設
けられることで上下に分かれている。内層部材２０３と２０５の間には，上記内蔵部材の
収容空間２８が収容部２２と連続するように設けられている。内層部材２０４の上辺２０
４ａは、前方へ向けて斜め上方に傾斜しており。収容部２２の底面としてメダルＭを支持
し、発射方向を規定する。メダルＭの発射方向と平行となるように傾斜しており、内層部
材２０５の上辺２０５ａも、メダルＭの発射方向と略平行となるように傾斜しており、内
蔵部材の収容空間２８の底面としてその傾斜方向に沿って押出体２４と押出操作体２６を
前後動可能となるように支持する。なお、内層部材２０３、２０４、２０５の厚みは、収
容部２２、収容空間２８、受入通路２９ｂにおいてメダルや内蔵部材の動きを妨げない隙
間（横幅）を確保するため、メダルＭや内蔵部材の厚みより少し大きめに設定されている
。
【００３７】
（内蔵部材）
　揺動桿２３は、収容部２２の後方に設けられ、外層部材２０２に設けられた回動支持軸
２０２ａで上端を回動支持され、その下方部分がメダル発射方向と交差する方向に延在し
て前後方向に揺動可能とされている。揺動桿２３は、一端が外層部材２０２に連結され他
端が揺動桿２３に連結されるバネ（付勢部材）２３２により後方へ付勢されているが、発
射操作が行われていないときは、押出体２４がストッパとして後方から支持するため、図
１（一点鎖線）及び図３に示すようにメダルの発射方向と概ね直交する方向に延在する姿
勢に保たれている。そして、押出体２４が遊技者による発射操作（押出操作体２６を押す
動作）で間接的に押されることにより、揺動桿２３はバネ２３２に抗して発射口２１側に
向かうように前方へ揺動し、図４に示すようにメダルＭを収容部２２から発射口２１を介
して盤面１１ａ上へ押し出すように発射する。押出体２４は、内層部材２０５の上辺２０
５ａにより前後移動可能に支持される環状体であり、その穴の内側に外層部材２０２に固
定されるストッパピン２４１があることにより、前後方向にオーバーランして故障等を生
じないように（例えば揺動桿２３と内層部材２０５の間から前方に抜け出したりしないよ
うに）移動範囲が制限されている。具体的には、図３に示される後端位置と、図４に示さ
れる前端位置との間で移動可能とされており、遊技者により発射操作が行われるとき以外
は、揺動桿２３により後方へ付勢されて後端位置で停止するように設けられている。なお
、押出体２４は、外形が円形状でその内径穴はストッパピン２４１よりも十分に大きく設
定されているため、揺動桿２３、副揺動桿２５及び内層部材２０５等の周囲の部材に対し
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て自由に摺動及び転動可能に保持されており、発射機構２の動きに影響するような引っ掛
かり等を生じにくい。
【００３８】
　副揺動桿２５は、押出体２４の後方に設けられ、外層部材２０２に設けられた回動支持
軸２０２ｂで上端を回動支持され、その下方部分がメダル発射方向と交差する方向に延在
して前後方向に揺動可能とされている。副揺動桿２５は、押出体２４によって後方へ付勢
されているが、発射操作が行われていないときは、押出操作体２６がストッパとして後方
から支持しており、図３に示すようにメダルの発射方向と直交する方向よりもやや後方に
揺動した位置に保持されている。また、発射操作が行われるときには、遊技者が押出操作
体２６を前方に押すことにより揺動して、押出体２４を図４に示す前端位置までの範囲で
押し出す。副揺動桿２５の下方に設けられる補助揺動桿２７は、下端側を外層部材２０２
に固定される回動支持軸で下端を回動支持されて、その上方部分が揺動可能とされており
、副揺動桿２５と共に押出操作体２６で前方に押されることにより揺動して、副揺動桿２
５を後方から押すことで副揺動桿２５の動きを補助する。押出操作体２６は、押出体２４
と同様に、内層部材２０５の上辺２０５ａにより前後移動可能に支持される環状体であり
、その穴の内側に外層部材２０２に固定されるストッパピン２６１があることにより、前
後方向の移動範囲が図３に示される後端位置から図４に示される前端位置までに制限され
ており、遊技者により前方に押されるとき以外は、副揺動桿２５で後端位置に付勢されて
、概ね後ろ半分が遊技盤１１から外側方に突出する位置で停止するように設けられている
。これにより、押出操作体２６は、前方にオーバーランして副揺動桿２５や補助揺動桿２
７を変形故障させないように、及び本体２０から後方に脱落しないように保持されている
。なお、押出操作体２６は、外形が円形状でその内径穴はストッパピン２６１よりも十分
に大きく設定されているため、副揺動桿２５、補助揺動桿２７及び内層部材２０３、２０
５等の周囲の部材に対して自由に摺動及び転動可能に保持されており、発射機構２の動き
に影響するような引っ掛かり等を生じにくい。
【００３９】
　さて、上記発射機構２において、図１に示すように、遊技者が押出操作体２６を距離「
Ｘ３」押すと、副揺動桿２５がメダルＭの発射方向に揺動するが、その際に押出操作体２
６と押出体２４の間が副揺動桿２５で抉られるようになって、それらの間隔が「ＴＤ」か
ら「ＴＣ」に広がり、押出体２４は、同時間内に遊技者が押した距離「Ｘ３」だけでなく
、それに「Ｔｃ－ＴＤ」を加算した距離「Ｘ２（＝Ｘ３＋ＴＣ－ＴＤ）」分を押されるこ
とになる。更に押出体２４が距離「Ｘ２」分を押されて揺動桿２３が発射方向に揺動する
と、押出体２４とメダルＭの間が揺動桿２３で抉られるようになって、それらの間隔が「
ＴＢ」から「ＴＡ」に広がることから、メダルＭは上記距離「Ｘ２」に「ＴＡ－ＴＢ」を
加算した距離「Ｘ１（＝Ｘ２＋ＴＡ－ＴＢ＝Ｘ３＋ＴＡ－ＴＢ＋ＴＣ－ＴＤ）」分を押さ
れることになる。すなわち、遊技者が押出操作体２６を距離「Ｘ３」分押したときに、そ
の押す力が内蔵部材を介してメダルＭに伝動され、押す速度に対して、メダルＭは「（Ｘ
３＋ＴＡ－ＴＢ＋ＴＣ－ＴＤ）／Ｘ３」倍の速度で押される（増速される）ことになる。
これにより、発射機構２は、電気モーター等の駆動源やバネが不要でメンテナンス負担が
少なく済む簡単構造でありながら、遊技者が押出操作体２６を速く押せばそれに応じてメ
ダルＭの発射速度を速くできることに加え、遊技者が実際に押出操作体２６を押す速度よ
りもメダルＭの発射速度を速くする増速機構としても機能するものである。したがって、
押出操作体２６を操作する手又は指の押し加減（速度）によって、メダルＭの発射速度す
なわちメダルＭの行方が調節されるので、遊技者は発射の都度、変更される当り枚数の大
きい入賞口を狙って、操作テクニックを駆使する楽しみがあり退屈せずに遊ぶことができ
る。また、遊技者は発射口２１から遠い入賞口３を狙うときにメダルＭの発射速度を高め
ようとして、押出操作体２６をむやみに強く押す必要がなく、手を怪我したり遊技機を損
傷させたりする心配がないものである。更に、メダルＭの発射速度は、押出体２４が押さ
れる速度に対して加速的に増速され、押出体２４の速度も、遊技者が押出操作体２６を押
す速度に対して加速的に増速されるため、遊技者の操作しだいで、実際に押す速度と発射
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速度が大きくずれることとなり、その点においても操作テクニックを駆使する面白みがあ
る。しかも、遊技盤１１の上方右側部にある押出操作体２６を外側方から押すと、同じく
遊技盤１１の上方右側部にある収容部２２からその内側に位置する盤面１１ａへ向かって
メダルＭが発射されるので、結果として遊技者が押す方向と遊技小体が発射される方向が
共に左向きとなって一致するために、遊技者は遊技小体を自らの手で直接はね飛ばしてい
るような感覚が得られるものである。なお、発射機構２は、遊技盤１１に対して外側方に
突出するように設けられており、押出操作体２６は、発射機構２の本体２０から更に突出
するように設けられているので、遊技者は操作し易く、少し慣れれば、手許をいちいち確
認しなくても発射操作を行うことができるようになる。
【００４０】
（入賞口３）
　入賞口３は、図２に示すように、盤面１１ａ上で発射機構２より下方において横方向に
所定間隔で複数配置されている。各入賞口３は、その左右両側に配置される一対（二つ）
の遊技ピン３１（図６）で規定され、メダルＭが遊技ピン間を通過（入賞）すると、その
メダルを検知部１３が検知することで入賞口毎に設定した所定数のメダルを獲得できる。
遊技ピン３１は、遊技盤１１に直接固定されておらず、図５（ａ）に示すように、遊技盤
１１と別部材の遊技ピン支持部材３２に立設され、図５（ｂ）に示すように，遊技ピン支
持部材３２を盤面１１ａの裏側に取り付けることにより、遊技ピンと同間隔で盤面１１ａ
を貫通するように形成されたピン貫通穴３３の裏側から表側へ突出している。但し、ピン
貫通穴３３は一対だけではなく、図６に示されるように、ピン貫通穴の中点位置を中心と
する円周沿いに複数対設けられており、これらのピン貫通穴３３ａ、３３ｂ、３３ｃから
選択された一対のピン貫通穴を使用することで、入賞口３の向きにより入賞率を変えるこ
とができる。具体的には、図６（ａ）では、水平に並んだ一対のピン貫通穴３３ａから、
図６（ｂ）では、図６（ａ）に対して反時計回りに回転させた位置にある一対のピン貫通
穴３３ｂから、図６（ｃ）では、図６（ａ）に対して時計回りに回転させた位置にある一
対のピン貫通穴３３ｃから遊技ピン３１を表側に突出させることにより、入賞口３の向き
を変えている。なお、遊技ピン支持部材３２には、二つの遊技ピンの中点位置を中心とす
る大径の取付け穴３２ａが貫通形成される一方、遊技盤１１には、二つのピン貫通穴の中
点位置にナット３４が同芯に設けられているので、図５（ｂ）に示すように、取り付け穴
３２ａを介して大径ワッシャ３５ａを有するネジ３５をナット３４に締結固定することに
より、二つのピン貫通穴の中点位置を中心に角度を変えて取り付けることができる。した
がって、いずれのピン貫通穴を選択する場合でも、それに応じて遊技ピン支持部材３２は
確実に固定される。
【００４１】
（移送機構４）
　移送機構４は、図２及び図７に示すように構成されており、発射機構２で発射されて入
賞口３に入賞（通過）し或いは入賞せずに遊技盤１１の下部に落下したメダルＭを発射機
構２に供給するために遊技盤１１の上部へ移送する。移送機構４は、メダルＭを回収する
容器４０（不図示）と、回収したメダルＭを整列移送するシュート４１と、整列したメダ
ルＭを受け入れる案内部４２と、案内部４２と協働して回転力によりメダルＭを揚送する
回転駆動ローラー４３と、揚送されるメダルＭを上方へ導くように延びる筒状の通路部４
４と、通路部４４の出口に設けられる開閉ゲート４５と、開閉ゲート４５を通過したメダ
ルＭを発射機構２に供給する連絡通路４６を有してなる。不図示の容器４０は、遊技盤１
１の下部に設けられて上方から落下してくるメダルＭを回収するために上部開口したトラ
フ形状とされている。シュート４１は、容器４０の下部に形成されるメダル排出口に連続
するように形成されておりメダルＭを案内部４２に移送する。案内部４２は、シュート４
１に連続するように形成されシュート４１から供給されるメダルＭを受け入れる円弧形状
の内周面４２ａとそれに沿って円弧形状の中心軸線に向かう方向に延びる壁状部４２ｂ（
図８）を有してなる。回転駆動ローラー４３は、図８に示すように、ローラー本体となる
小径円板部４３１とそれより径寸法の大きい大径円板部４３２を同芯となるように一体的
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に重合してなり小径円板部４３１の外周面４３ａがウレタンゴム部材４３３で覆われてな
る。回転駆動ローラー４３は、案内部４２の内周面４２ａの円弧形状と同芯に設けられて
おり、小径円板部４３１はその外周面４３ａと内周面４２ａの径方向の距離がメダルＭの
外径より若干小さくなるように形成されており、大径円板部４３２は小径円板部４３１よ
り大きいが案内部４２とは干渉しない程度に小さく設定されている。移送機構４では、容
器４０で回収したメダルＭをシュート４１により立てた状態で一列に整列させて転がし或
いは滑らすようにして案内部４２に移送する。案内部４２が円板形状のメダルＭを立てた
状態のままで受け入れてその内周面４２ａでメダル外周縁の下側を当接支持する一方、そ
れと略同時に回転駆動ローラー４３がその外周面４３ａがメダル外周縁の上側に当接し、
ウレタンゴム４３１が撓むことで案内部４２と回転駆動ローラー４３でメダルＭを挟み込
むようになり、メダルＭは摩擦抵抗の大きいウレタンゴム部材で覆われている外周面４３
ａと連れ回りすることにより内周面４２ａに沿って送り出される。このとき、回転駆動ロ
ーラー４３の大径円板部４３２は、案内部４２の壁状部４２ｂと共にメダルＭが回転駆動
ローラーの軸方向に脱落することを防止する防護壁として機能する。メダルＭが送り出さ
れる先には通路部４４が連続的に設けられており、メダルＭは上方に向けて通路部４４内
を揚送される。通路部４４は、遊技盤１１の上部で横方向に延びるようにカーブして出口
４４ａが発射機構２に向けられている。出口４４ａの開閉ゲート４５は、発射機構２のメ
ダル発射に連動して開かれて連絡通路４６を介して受入口２９ａから収容部２２にメダル
を一枚ずつ供給する。
【００４２】
（上記実施形態の変形例）
　上記実施形態では、発射機構２を遊技盤１１の上方右側部のみに設けることとしたが、
左側部に設けることとしても良く、また、一側部に限らず左右両側部に設けることとして
も良い。また、上記発射機構２は、遊技盤１１の側部において上方寄りの位置に設けるこ
ととしたが、それに限らず、メダルＭの発射方向や入賞口３の位置や向きの設定しだいで
は、上下方向の中央付近や下方寄りの位置に設けることもあり得る。上記発射機構２にお
いて、副揺動桿２５及び押出操作体２６を設けることにより、メダルＭを発射する揺動桿
２３を押すための押出体２４を副揺動桿２５及び押出操作体２６を介して遊技者に間接的
に操作させる構成としたが、副揺動桿２５及び押出操作体２６を設けずに押出体２４を遊
技盤の外側方に露出させるようにして遊技者が直接操作できる構造としても良い。上記発
射機構２は、遊技者が押出操作体２６を押す力を、内蔵部材を介してメダルＭに伝えるこ
とにより、メダルＭを発射することとしたが、押出操作体を遊技者が押す速度を検知する
ことができるスイッチとして、検知した速度に応じた速度でメダルを発射することができ
る電気式の駆動装置を備える機構としても良い。上記実施形態では、入賞口３において、
一対の遊技ピン３１を遊技盤１１ａ側に突出させるためのピン貫通穴３３を複数対設けて
、それらから一対を選択して用いることにしたが、それに代えて、ピン貫通穴３３を入賞
口３の左右方向の中点位置を中心とする円周に沿って形成される円弧形状の溝穴として、
遊技ピン３１を溝穴の円弧形状に沿って移動させることにより入賞口３の傾きを変えて入
賞率を調節することにしてもよい。上記実施形態の移送機構４において、回転駆動ローラ
ー４３に設けられる大径円板部４３２と、案内部４２に設けられる壁状部４２ｂで、回転
駆動ローラー４３の小径円板部４３１で送り出されるメダルＭの左右両側方向への脱落防
止を図ることしたが、小径円板部４３１を挟むように２つの大径円板部を設けて、これら
をメダルＭの左右両側への脱落防止壁としても良い。上記実施形態において、遊技機１は
、円板状の遊技小体（メダル）に用いるものとしたが、球状の遊技小体に用いることとし
ても良い。その他、本発明の遊技機は、上述したものに限らず、要旨を変更しない範囲で
種々変更し得ることは勿論である。
【符号の説明】
【００４３】
１　　　遊技機
２　　発射機構
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２１　　発射口
２２　　収容部
２３　　揺動桿
２４　　押出体
２５　　副揺動桿
２６　　押出操作体
３　　　入賞口
３１　　遊技ピン
３２　　遊技ピン支持部材
３３　　貫通穴
３３ａ　　貫通穴
３３ｂ　　貫通穴
３３ｃ　　貫通穴
４　　　移送機構
４２　　案内部
４３　　回転駆動ローラー
【要約】　　　（修正有）
【課題】駆動源が不要で、メンテナンス負担が少ない簡単構造でありながらメダルの発射
速度を高められ、しかも操作テクニックを駆使する面白みが味わえる発射機構を備える遊
技機を提供する。
【解決手段】メダルを収容保持する収容部２２と、その後方に設けられメダルの発射方向
と概ね直交する方向に延在して上端側を回動支持されており下端側が前方に揺動すること
によりメダルを発射する揺動桿２３と、その後方に設けられ遊技者により直接的又は間接
的に叩打されることにより揺動桿２３を揺動させる押出体２４を有してなる発射機構２を
備える。
【選択図】図３
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